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A�－ 1　　次の記述は、図に示すリング変調器について述べたものである。このうち正しいものを下の番号から選べ。ただし、ダイオー

ド D1 、D2 、D3 及び D4 、変成器 T1 及び T2 は理想的に動作し、回路は平衡しているものとする。また、搬送波のレベルは、

変調信号のレベルより十分大きいものとする。

　　　 1　端子 a�の電位が端子 b�の電位より高いとき、 D1 及び D3 が導通

（ON）になる。

　　　�2　変調信号�がなく、搬送波のみを入力したとき、端子�e�f�には、搬送

波が入力とほぼ同じレベルで出力される。

　　　�3　搬送波がなく、変調信号のみを入力したとき、端子�e�f�には、変調

信号が入力とほぼ同じレベルで出力される。

　　　 4　変調信号（単一正弦波）及び搬送波を入力したとき、端子 e�f�には、

搬送波の�1/2�周期ごとに�変調信号の位相が反転した波形が出力され

る。

　　�　5　変調信号及び搬送波を入力したとき、端子�e�f�の出力を帯域フィル

タに通すと�AM（A3E）波が得られる。

A�－�2　　AM（A3E）送信機の出力電力及び終段電力増幅器の電力効率の値の組合せとして、最も近いものを下の番号から選べ。ただ

し、出力の搬送波電力を�200〔W〕、変調度を�40〔%〕とし、変調信号は単一正弦波とする。また、終段電力増幅器の電力損

失を�54〔W〕とし、その他の損失は無視するものとする。

　　　　　出力電力　　　　電力効率

　　　�1　216〔W〕　　　70〔%〕

　　　�2　216〔W〕　　　76〔%〕

　　　�3　216〔W〕　　　80〔%〕

　　�　4　240〔W〕　　　76〔%〕

　　�　5　240〔W〕　　　82〔%〕

A�－ 3　　図に示すように、二台の送信機が接近して配置されているとき、送信周波数が 149.9〔MHz〕の送信機 T1 に、送信周波数が

150.1〔MHz〕の送信機 T2 の電波が入り込み、二台の送信機の送信周波数近傍の周波数帯において三次の相互変調波が発生し

た。このときの相互変調波の周波数成分として、正しいものを下の番号から選べ。

　　　�1　149.7〔MHz〕及び�150.2〔MHz〕

　　　�2　149.7〔MHz〕及び�150.3〔MHz〕

　　　�3　149.8〔MHz〕及び�150.2〔MHz〕

　　�　4　149.8〔MHz〕及び�150.3〔MHz〕

　　�　5　149.8〔MHz〕及び�150.4〔MHz〕

A�－�4　　次の記述は、BPSK（2PSK）波及び�QPSK（4PSK）波について述べたものである。　　　�内に入れるべき字句の正しい組

合せを下の番号から選べ。

　　　(1)　一般に、変調信号に対して�BPSK�波は、π/2〔rad〕、QPSK�波は、　�A�　〔rad〕の間隔で搬送波の位相を割り当てる。

　　　(2)　QPSK�波は、二つの直交する�BPSK�波を�　�B�　�することによって得られる。

　　　(3)　QPSK�波の各位相は、　�C�　�ビットのデジタルデータに対応している。

　　　　　A�　　　　B　　　　　�C

　　　�1　π/8　　　加算　　　　2

　　　�2　π/8　　　掛け算　　　4

　　　�3　π/4　　　掛け算　　　4

　　�　4　π/4　　　加算　　　　4

　　�　5　π/4　　　加算　　　　2

(AA709-1)

答案用紙記入上の注意：答案用紙のマーク欄には、正答と判断したものを一つだけマークすること。

D3 D4

D1 D2

a b

～

c

d

出力

e

変調信号�

f

搬送波

T1 T2

149.9〔MHz〕

送信機 T1

送信機 T2

150.1〔MHz〕�



A�－�5　　次の記述は、図に示す�BPSK（2PSK）信号の復調回路の構成例について述べたものである。　　　�内に入れるべき字句の正

しい組合せを下の番号から選べ。

　　　(1)　この復調回路は、　�A�　�検波方式を用いている。

　　　(2)　位相検波回路で、入力の�BPSK�信号と搬送波再生回路で再生した搬送波との�　�B�　�を行い、低域フィルタ�、識別再生回

路及びクロック再生回路によってデジタル信号を復調する。

　　　(3)　搬送波再生回路は、周波数２逓倍回路、帯域フィルタ及び�1/2�分周回路で構成され、入力の�BPSK�信号の位相がデジタル

信号に応じてπ〔rad〕変化したとき、搬送波再生回路の帯域フィルタの出力の位相は�　�C�　�。

　　　　　A�　　　　　B　　　　　C

　　　�1　同期　　　　掛け算　　　一定に保たれる

　　　�2　同期　　　　掛け算　　　π〔rad〕変化する

　　　�3　同期　　　　加算　　　　π〔rad〕変化する

　　�　4　包絡線　　　掛け算　　　π〔rad〕変化する

　　�　5　包絡線　　　加算　　　　一定に保たれる

A�－�6　　次の記述は、抵抗�R〔Ω〕から取り出し得る熱雑音の最大電力（有能雑音電力）について述べたものである。　　　�内に入

れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

　　　(1)　任意の抵抗�R〔Ω〕から発生する熱雑音電圧の実効値�e�は、次式で与えられる。ただし、k〔J/K〕はボルツマン定数、

　　　　T〔K〕は周囲温度、�B〔Hz〕は等価雑音帯域幅とする。

　　　　　　　　e =�√4kTBR 〔V〕--------�①

　　　(2)　R 及び eは、図のような等価回路で表される電圧源とみなすことができ、この回路に負荷抵抗 RL〔Ω〕を接続したときに

RL に供給される電力 Pは、次式で表される。

　　　　　　　　P�=��　�A�　〔W〕---------�②

　　　(3)　Pの大きさが最大になるのは、R =�RL すなわち整合状態のときであるから、このときの最大電力（有能雑音電力）PA は、

次式で表される。

　　　　　　　　PA =�　 B�　〔W〕---------�③

　　　　　式③に式①を代入すると、 PA は、抵抗値に無関係な値 　 C�　〔W〕になる。

　　　　　A�　　　　　　��B　　　　　　C

　　　 1　 R�+RL

e
RL(� )2 　　e2/(4R)�　　　kTB

　　　 2　 R�+RL

e
RL(� )2 　　e2/(2R)�　　　2kTB

　　　 3　 R�+RL

e
RL(� )2 　　e2/R 　　　　 4kTB

　　　4　 R�+RL

e
(� )2 　　　 e2/(4R2)�　　　kTB

　　　5　 R�+RL

e
(� )2 　　　 e2/(2R2)�　　　2kTB

A�－�7　　次の記述は、FM（F3E）波の検波器について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。

　　　�1　入力信号の周波数の変化を振幅の変化に置き換える変換器の機能を持つ。

　　　�2　フォスターシーリー周波数弁別器及び比（レシオ）検波器は、スロープ検波器に比べて入出力の直線性が良い。

　　　�3　比（レシオ）検波器は、入力信号の振幅がある値を超えて変動しても出力信号の振幅への影響を抑える機能がある。

　　�　4　入力信号が同一のとき、比（レシオ）検波器の出力の振幅は、原理的にフォスターシーリー周波数弁別器の出力の振幅の半

分である。

　　�　5　位相同期ループ（PLL）を用いた検波器は、フォスターシーリー周波数弁別器及び比（レシオ）検波器に用いられる変成器

が必要である。
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A�－�8　　次の記述は、スーパヘテロダイン受信機の影像周波数について述べたものである。　　　�内に入れるべき字句の正しい組合

せを下の番号から選べ。

　　　(1)　中間周波数が fIF〔Hz〕の受信機において、局部発振器の発振周波数 fL〔Hz〕が受信信号の周波数 fd〔Hz〕よりも低いとき

の影像周波数は、fd より 2 fIF〔Hz〕だけ 　 A�　。

　　　(2)　影像周波数と同じ周波数の妨害信号が受信機に入力されたとき、周波数混合

器の出力の周波数は fIF と等しくなり、受信機の出力に混信として現れる。こ

の軽減法には、中間周波数を高くして受信信号と妨害信号との周波数間隔を広

げる方法や　 B�　の同調回路の選択度を良くする方法などがある。また、帯

域除去フィルタを用いて特定の周波数の影像混信を軽減するときには、帯域除

去フィルタを高周波増幅器の　 C�　に入れた方が軽減効果が大きい。

A�－�9　　電圧変動率が�12.5〔%〕の電源の定格電圧の値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、負荷電流が零（無負荷）

のときの電圧を�4.5〔V〕とする。

　　　�1　3.6〔V〕　　　�2　3.8〔V〕　　　�3　4.0〔V〕　　�　4　4.4〔V〕　　�　5　5.1〔V〕

A－10　　次の記述は、無停電電源システムなどに用いる据置用鉛蓄電池について述べたものである。このうち誤っているものを下の番

号から選べ。

　　　�1　十分充電した状態から、一定電流で�t�時間だけ放電を続け得るときの放電率をt�時間放電率という。

　　　�2　充電するときは、適切な時間率で充電し、むやみに急速充電を行わない。

　　　�3　充電中は水素ガスを発生するため、火気を避ける。

　　�　4　鉛蓄電池を収納するケース又は室内は、適切な換気を行う。

　　�　5　放電終止電圧までの放電の繰返しは、極板の湾曲や亜鉛及び二酸化マンガンなどの活物質の脱落の一因になる。

A－11　　次の記述は、高機能グループ呼出（EGC）システムについて述べたものである。　　　�内に入れるべき字句の正しい組合せ

を下の番号から選べ。ただし、　　　�内の同じ記号は、同じ字句を示す。

　　　(1)　海岸地球局から船舶地球局に対して�　�A�　�を送信することができるシステムである。

　　　(2)　EGC�受信機を搭載する船舶地球局に対して、全船舶地球局あて、特定のグループの船舶地球局あて及び特定の海域の船舶

地球局あてに�　�B�　�を経由して�　�A�　�を送信する。

　　　(3)　送信される情報のフォーマットは、　�C�　�と同じである。

　　　　　A�　　　　　　　　　　　　B　　　　　　　　　　�C

　　　�1　ファクシミリ　　　　　　　インマルサット衛星　　　デジタル選択呼出装置（DSC）

　　　�2　ファクシミリ　　　　　　　インテルサット衛星　　　国際ナブテックス（NAVTEX）システム

　　　�3　海上安全情報（MSI）　　　インテルサット衛星　　　国際ナブテックス（NAVTEX）システム

　　�　4　海上安全情報（MSI）　　　インマルサット衛星　　　国際ナブテックス（NAVTEX）システム

　　�　5　海上安全情報（MSI）　　　インテルサット衛星　　　デジタル選択呼出装置（DSC）

A－12　　次の記述は、図に示す狭帯域直接印刷電信装置（NBDP）の構成例について述べたものである。このうち誤っているものを下

の番号から選べ。

　　　�1　送信機として、SSB�送信機を用いる。

　　　�2　送信機から発射される電波の型式は、J2B�である。

　　　�3　自局が最初に回線を設定するとき、通信に先立って相手局に呼出し信号を送信する。

　　�　4　相手局が呼出し信号に同期した制御信号を送信し、これを自局が受信することによって送信及び受信の同期をとる。

　　�　5　誤り訂正方式として、受信側で誤りが検出されると再送信を要求する�FEC�方式と、同一文字を所定の間隔で�2�度送信する�

�ARQ�方式がある。
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　　　　A�　　　B　　　　　　　��C

　　 1　低い　　中間周波増幅器　　出力段
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　　 3　高い　　高周波増幅器　　　入力段
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　　5　高い　　中間周波増幅器　　出力段
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A－13　　図に示す計数形周波数計（カウンタ）を用いて、入力信号の周波数の測定値として、500〔MHz〕が得られた。このとき計数

回路で計数されたパルスの数として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、分周器１の分周比を�1/10�、分周器２の分周比

を�1/100�とし、基準発振回路の出力の周波数を�10〔MHz〕とする。また、入力信号は、波形整形回路で方形波に整形された

後、パルス変換回路でその立ち上がりが検出され、パルス列に変換されるものとし、ゲート制御回路は、その入力の信号の�1/2

�周期の時間だけゲート回路を開くものとする。

　　　�1　100

　　　�2　200

　　　�3　250

　　�　4　500

　　�　5　1,000

A－14　　パルスレーダーから (9/π)×103〔m〕の距離にある二つの点物標を分離して探知することができる物標間の水平距離の最小

値が 100〔m〕のとき、このパルスレーダーの方位分解能の角度の値として、最も近いものを下の番号から選べ。

　　　�1　1度

　　　�2　2度

　　　�3　3度

　　�　4　4度

　　�　5　5度

A－15　　次の記述は、図に示す受信機の２信号選択度特性の測定の構成例において、インピーダンス整合をとるために用いる整合回路

の整合条件について述べたものである。　　　 内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、標準信号発

生器１及び標準信号発生器２の内部抵抗はいずれも R s�〔Ω〕、供試受信機の入力インピーダンスは R in〔Ω〕とする。

　　　(1)　整合したとき、標準信号発生器１及び標準信号発生器２から整合回路側を見たインピーダンスは、それぞれの内部抵抗

　　　　 R s〔Ω〕に等しく、また、供試受信機から整合回路側を見たインピーダンスは、R in〔Ω〕に等しいので、次式が成り立つ。

　　　　　　　R s�=�　 A�　---------�①
　　　　　　　R in =�R2+(R1+R s�)/2�---------�②

　　　(2)　式①及び②を R1 及び R2 について解くと、次式が得られる。

　　　　　　　R1 =�
R s�
2

4R in�-�R s
---------�③

　　　　　　　R2 =�
R i�n(4R in�-�3R s�)

4R in�-�R s
---------�④

　　　　　R s�の値が 50〔Ω〕、R in の値が 75〔Ω〕のとき、R1 及び R2 は、　 B�　の関係がある。

　　　　　A�　　　　　　　　　　　　B

　　 　1　R2+
(R1�+�R s�)(R2�+�R in�)

R1�+�R s�+�R2�+�R in�
　　　R1＜R2

　　 　2　R2+
(R1�+�R s�)(R2�+�R in�)

R1�+�R s�+�R2�+�R in�
　　　R1＞R2

　　　 3　
(R1�+�R s�)(R2�+�R in�)

R1�+�R s�+�R2�+�R in�
　　　　　R1＞R2

　　　 4　R1+
(R1�+�R s�)(R2�+�R in�)

R1�+�R s�+�R2�+�R in�
　　　R1＜R2

　　　 5　R1+
(R1�+�R s�)(R2�+�R in�)

R1�+�R s�+�R2�+�R in�
　　　R1＞R2
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A－16　　次の記述は、図に示す構成例を用いた送信機のスプリアス発射の強度の測定法について述べたものである。　　　�内に入れ

るべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

　　　(1)　方向性結合器の端子 a�に入力された信号は、端子 b�より出力される。端子 c�には、端子 a�に入力された信号の振幅に比例

した電圧が生じ、また、端子 d�には、方向性結合器の端子 b�に入力された信号の振幅に比例した電圧が生ずる。これらの電

圧を測定することにより擬似空中線の入力電力 Pf〔W〕及び 　 A�　電力 Pr〔W〕を求めることができる。

　　　(2)　端子 d�の電圧を測定したときの値をer〔V〕とし、次に擬似負荷及び測定用受信機の接続を入れ換え、端子 c�の電圧を測定

したときの値を ef〔V〕とすると、擬似空中線で消費される電力 P は、式①で表される。ただし、k�は較正係数とし、方向性

結合器の周波数特性は理想的なものとする。また、方向性結合器と擬似負荷及び測定用受信機は整合しているものとし、擬似

負荷及び測定用受信機で消費される電力は無視できるものとする。

　　　　　　　P =�k(�　�B�　�)〔W〕---------�①

　　　(3)　(2)の測定を基本周波数及びスプリアス周波数について行い、基本周波数の出力電力に対するスプリアス周波数の出力電力

の�　�C�　�としてスプリアス発射の強度を求めることができる。

　　　　　A　　　　�B　　　　　��C

　　　 1　皮相　　　ef
2 -�er
2
　　　 和

　　　 2　皮相　　　ef
2 +�er
2
　　　比

　　　 3　反射　　　ef
2 +�er
2
　　　和

　　　 4　反射　　　ef
2 +�er
2
　　　比

　　　 5　反射　　　ef
2 -�er
2
　　　 比

A－17　　次の記述は、残留側波帯（VSB）伝送方式について述べたものである。　　　�内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番

号から選べ。

　　　(1)　振幅変調波の上下の側波帯を搬送波に対して�　�A�　�に減衰させて伝送する方式である。

　　　(2)　NTSC�方式テレビジョン映像信号のような直流分を�　�B�　�信号を伝送でき、映像信号の復調には同期検波器又は�　�C�　�

を用いる。

　　　　　A�　　　　　B　　　　　　C

　　　�1　非対称　　　含む　　　　　包絡線検波器

　　　�2　非対称　　　含まない　　　包絡線検波器

　　　�3　非対称　　　含まない　　　二乗検波器

　　　�4　対称　　　　含む　　　　　包絡線検波器

　　　�5　対称　　　　含まない　　　二乗検波器

A－18　次の記述は、航空機援助用超短波全方向式無線標識（VOR）について述べたものである。　　　�内に入れるべき字句の正し

い組合せを下の番号から選べ。

　　　(1)　水平偏波の�108～118〔MHz〕の電波を用いた短距離航行用の地上施設であり、航空機は、VOR�から若しくは�VOR�まで

の磁方位及び�　�A�　�を測定する。

　　　(2)　全方位にわたって位相が一定の�30〔Hz〕の基準位相信号を含んだ電波と、方位により位相が変化する�　�B�　〔Hz〕の可

変位相信号を含んだ電波を同時に発射している。

　　　(3)　VOR�は、ドプラ�VOR（DVOR）と標準�VOR（CVOR）に分類され、DVOR�は、基準位相信号を�　�C�　�で、可変位相

信号を周波数変調（FM）波で発射している。

　　　��　�A　　　　　　　　　　　�B　　　���C

　　　�1　絶対方位（真方位）　　　30　　　�位相変調（PM）波

　　　�2　絶対方位（真方位）　　　60　　　�振幅変調（AM）波

　　　�3　相対方位　　　　　　　　60　　　�位相変調（PM）波

　　�　4　相対方位　　　　　　　　30　　　�振幅変調（AM）波

　　　�5　相対方位　　　　　　　　30　　　�位相変調（PM）波
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A－19　　次の記述は、衛星通信に用いられる多元接続方式について述べたものである。　　　�内に入れるべき字句の正しい組合せを

　　　下の番号から選べ。

　　　(1)　TDMA�方式は、隣接するチャネル間で信号の衝突が生じないように�　�A�　�を設ける。

　　　(2)　FDMA�方式で用いられる�　�B�　�方式は、音声信号又はデータ信号の各チャネルごとに、個別の搬送波を割り当てて伝送

する。

　　　(3)　CDMA�方式は、中継器の同一の周波数帯域を�　�C�　�多数の地球局が使用し、それぞれ独立のチャネルを確保する。

　　　　　A�　　　　　　　　B　　　　　C

　　　�1　ガードタイム　　　MCPC　　　時分割で

　　�　2　ガードタイム　　　SCPC　　　�同時に

　　�　3　ガードタイム　　　MCPC　　　同時に

　　　�4　ガードバンド　　　SCPC　　　�時分割で

　　　�5　ガードバンド　　　MCPC　　　同時に

A－20　　次の記述は、パルス符号変調（PCM）方式における標本化及び量子化について述べたものである。　　　�内に入れるべき字

句の正しい組合せを下の番号から選べ。

　　　(1)　標本化によって、アナログ信号の振幅に応じた振幅を持つ一定の�　�A�　�間隔

のパルス信号を取り出す。

　　　(2)　標本化周波数がアナログ信号の最高周波数の�2�倍より�　�B�　�と、折返し雑

音などの標本化雑音が生ずる原因になる。

　　　(3)　標本化によって取り出したパルス信号の振幅を、所定の幅ごとの領域に区切り、

それぞれの領域を�　�C�　�の代表値で近似することを量子化という。

B�－ 1　次の記述は、SSB（J3E）受信機の特徴について述べたものである。　　　 内に入れるべき字句を下の番号から選べ。ただし、

　　　�内の同じ記号は、同じ字句を示す。

　　　(1)　AM（A3E）受信機に比べ、同一の音声信号を復調するために必要な中間周波増幅器の帯域幅は、ほぼ�　ア　�倍である。

　　　(2)　復調するためには、検波用局部発振器で搬送波に相当する周波数成分を作り、　イ　�に加える必要がある。

　　　(3)　局部発振器の発振周波数と送信側の�J3E�波の搬送波の周波数との同期がずれると、復調器出力に�　ウ　�が生じて明りょう

度が悪くなるため、　エ　�が用いられる。

　　　(4)　　エ　�の調整を容易にするため、　オ　�を用いる。

　　　�1　トーン発振器　　2　自動利得調整（AGC）回路　　　3　ビート（うなり）　　　4　1/4　　��5　ひずみ

　　　�6　検波器　　　　　7　スピーチクラリファイア　　　　�8　中間周波増幅器　　　　9　1/2　　10　低周波増幅器

B�－�2　　次の記述は、インマルサット船舶地球局のインマルサット�B�型無線設備について述べたものである。　　　�内に入れるべき

字句を下の番号から選べ。

　　　(1)　使用周波数帯は、上り回線が�　ア　�〔GHz〕帯、下り回線が�1.5〔GHz〕帯である。

　　　(2)　変調方式として、毎秒�24キロビットの�　イ　�方式を用いている。

　　　(3)　音声符号化速度は、毎秒�　ウ　�キロビットであり、従来の�　エ　�方式を用いているインマルサット�A�型船舶地球局と同

等の音声品質が維持されている。

　　　(4)　インマルサット�A�型無線設備と同等の性能のアンテナ�　オ　�である。

　　　�1　1.2　　　　��2　1.6　　　　　��3　16　　　　　��4　32　　　　　�5　QPSK

　　　�6　GMSK　　　7　アナログ　　　8　デジタル　　　9　が必要　　　10　は不要

(AA709-6)

　　　　A�　　　　　B　　　　C

　　 1　時間　　　　高い　　　2�個

　　 2　時間　　　　低い　　　1�個

　　 3　時間　　　　高い　　　1�個

　 　4　周波数　　　高い　　　1�個

　 　5　周波数　　　低い　　　2�個



B�－�3　　次の記述は、パルス振幅変調（PAM）及びパルス幅変調（PWM）について述べたものである。　　　�内に入れるべき字句を

下の番号から選べ。ただし、変調信号は、アナログ信号とする。

　　　(1)　PAM�は、変調信号の振幅に応じてパルスの�　ア　�が変化する。

　　　(2)　PAM�信号を�　イ　�に通すと、復調することができる。

　　　(3)　PWM�は、変調信号の振幅に応じてパルスの�　ウ　�が変化する。

　　　(4)　PWM�は、変調信号の振幅の変化によって変調波の電力が変動�　エ　�。

　　　(5)　入力に対する出力の振幅の直線性が悪い増幅器で増幅したとき、ひずみを生じやすいのは、　オ　�である。

　　　�1　周期　　　2　高域フィルタ　　　3　幅　　　　　4　低域フィルタ　　　　5　周波数

　　　�6　PWM　　��7　振幅　　　　　　���8　PAM�　　　��9　しない　　　　　　10　する

B�－�4　　次の記述は、搬送波零位法による周波数変調（FM）波の周波数偏移の測定方法について述べたものである。　　　�内に入れ

るべき字句を下の番号から選べ。ただし、　　　�内の同じ記号は、同じ字句を示す。

　　　(1)　FM�波の搬送波及び各側帯波の振幅は、変調指数m f を変数（偏角）とする 　ア　を用いて表され、このうち搬送波の振幅

は、零次の　ア　 J0�(m f)�に比例する。J0�(m f�)�は、m f に対して図１に示すような特性を持ち、m f が約 2.41、5.52、8.65・・・

のとき、ほぼ 　イ　になる。

　　　(2)　図２に示す構成例において、周波数 fm〔Hz〕の単一正弦波で周波数変調した FM（F3E）送信機の出力の一部をスペクトル

アナライザに入力し、FM�波のスペクトルを表示する。単一正弦波の 　ウ　を零から次第に大きくしていくと、搬送波及び

各側帯波のスペクトル振幅がそれぞれ消長を繰り返しながら、徐々に FM�波の占有周波数帯幅が 　エ　。

　　　(3)　搬送波の振幅が 　イ　 になるときの m f の値及び単一正弦波の周波数 fm から、このときの周波数偏移 fd は、fd =�　オ　よ

り求められる。

　　　 1　零　　　　2　周波数　　　　　　3　フーリエ級数　　　4　fm /m f　　　 5　m f fm
　　　�6　最大　　　7　ベッセル関数　　　8　振幅　　　　　　　9　広がる　　　10　狭まる

B�－�5　　次の記述は、図に示すスーパヘテロダイン方式スペクトルアナライザについて述べたものである。このうち正しいものを１、

誤っているものを２として解答せよ。

　　　ア　CRT�表示器の垂直軸には入力信号の振幅が、また、水平軸には入力信号の周波数が表示され、入力信号のスペクトル分布

が観測できる。

　　　イ　電圧同調形局部発振器は、掃引信号発生器で発生する信号によって周波数変調された信号を出力する。

　　　ウ　掃引信号発生器は、正弦波信号を出力する。

　　　エ　周波数分解能を上げるには、IF�フィルタの周波数帯域幅を広くする。

　　　オ　単一のパルス信号のスペクトル分布が観測できる。
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